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 LIFE に連携する「自立支援促進に関する評価・支援計画書」の 

作成方法 
LIFE に連携する自立支援促進に関する評価・支援計画書を作成します。 

自立支援促進に関する評価・支援計画書 → 《サービス計画》〈自立支援〉 

 

<自立支援>は[現状の評価]、[改善の可能性]、[支援実績]、[支援計画]タブで画面を切り替えます。 

また、事前に《アセスメント》〈主治医意見書〉、《アセスメント》〈生活機能チェック、〉《アセスメ

ント》〈ADL 維持〉画面で登録した内容を複写（反映）することができます。 

 

 

 

 

 

 

■事前準備 

《アセスメント》〈主治医意見書〉画面の発症年月日は、従来自由入力欄でした。自由入力欄では

〈自立支援〉へ複写ができないため、事前に〈主治医意見書〉の発症年月日をカレンダから入力

しなおしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①[現状の評価]画面右上 [新規]をクリックして、現状の評価を入力します。 

[主治医意見書から複写]をクリックすると、《アセスメント》〈主治医意見書〉画面で登録した最

新の内容から以下を複写します（項番は<主治医意見書>画面の番号です）。 

（1）診断名、発症年月日 

（2）生活機能低下の原因となっている傷病または特定疾病の経過及び治療内容 

主治医意見書は 500 文字入力できますが、LIFE が 200 文字しか受け付けないため、

先頭から 200 文字を複写します。 

（3）日常生活の自立度等について 

（8）医学的観点からの留意事項 

主治医意見書から複写後、病名コードを入力します。 

 

 

従来の発症年月日 

（自立支援へは複写しません） 

自立支援へ複写する診断名と発症年月日 
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[生活関連チェック・ADL 維持複写]をクリックすると、《アセスメント》〈生活機能チェック〉、 

《アセスメント》〈ADL 維持〉画面で登録した最新の内容から複写します（項番は<自立支援>

画面の番号です）。 

（4）基本動作 ←〈生活機能チェック〉から複写 

（5）ADL   ←〈生活機能チェック〉 または <ADL 維持>に登録された ADL 評価のな

かで、最新の評価を複写します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②[改善の可能性]、[支援実績]、[支援計画]タブをクリックして、それぞれ入力します。 

③入力後は「保存」ボタンをクリックしてください。 

主治医意見書は 500 文字入力できますが、LIFE が 200 文字しか受け付けないため、 

先頭から 200 文字を複写します。 


